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神戸市工事監督規程を次のように定める。 

平成18年３月31日  

神戸市長 矢  田  立  郎  

神戸市工事監督規程 

（目的） 

第１条 この訓令は，本市の発注する工事の監督について必要な事項を定めるこ

とにより，工事の施行の適正な管理を図り，もって工事の品質を確保すること

を目的とする。 

（定義） 

第２条 この訓令において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号

に定めるところによる。 

⑴  工事 本市が発注する工事をいう。 

⑵  契約 工事の請負契約をいう。 

⑶  監督員 契約に係る神戸市契約規則（昭和39年３月規則第120号。以下

「規則」という。）第53条に規定する監督員をいう。 

⑷  総括監督員 工事の監督の事務を掌理し，他の監督員を指揮監督する監督

員をいう。 

⑸  主任監督員 工事の監督の事務を主任し，担当監督員を指揮監督する監督

員をいう。 

⑹  担当監督員 総括監督員及び主任監督員以外の監督員をいう。 

⑺  契約図書 契約書，仕様書，設計書，図面その他契約の履行に必要な書類

をいう。 

（監督員） 

第３条 規則第53条本文の規定による指定は，書面により行うものとする。 



２ 監督員のうち１人は，総括監督員でなければならない。 

３  監督員のうち１人以上は，主任監督員でなければならない。 

４  前項の規定にかかわらず，主管課長が必要と認めるときは，総括監督員は，

主任監督員と兼ねることができる。 

５  主管課長は，１の工事について２人以上の主任監督員又は担当監督員に分担

して監督を行わせるときは，それぞれの監督する内容を定めなければならない。 

（監督員の業務） 

第４条 監督員は，次に掲げる業務を行うものとする。 

⑴  契約の相手方に対する契約の履行について必要な指示又は協議 

⑵  契約図書に基づく工程の管理，立会い，工事の施行状況の検査又は工事材

料の試験若しくは検査の実施 

⑶  関連する複数の工事の工程その他の事項の必要な調整 

⑷  工事の内容の変更，一時中止又は打切りの必要があると認めた場合におけ

る当該措置の事務手続その他必要と認める事項の処理 

⑸  前各号に掲げるもののほか，契約図書に定められた事項の処理に関するこ

と。 

（施行細目の委任） 

第５条 監督員の業務に関し必要な技術的基準その他この訓令の施行に関し必要

な事項は，工事を担当する局の長が定める。 

附  則  

（施行期日） 

１  この訓令は，平成18年４月１日から施行する。 

（工事監督規程の廃止） 

２  工事監督規程（昭和44年 10月訓令甲第３号）は，廃止する。 




